
2015/2/3 ====================================================================
△ 林業試験場メールマガジン

△△△ ▲
△△△△▲▲▲ 『北の森の達人』

□▲▲▲▲▲
----□----■----================================================= Vol.40 第40号

□■□読者の皆様へ□■□

いつも林業試験場メールマガジン『北の森の達人』をお読みいただき、
ありがとうございます。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_
■「光珠内季報」の１７３号を発行しました。

１７２号からWEB版のみの発行となりましたので、当場のホームページ
(http://www.fri.hro.or.jp/kanko.htm)よりご覧いただきますようお願いします。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_

■刊行物ダイジェスト・・・・・・・光珠内季報第１７３号（2015.1発行）

１ 津波の力に対する海岸林の抵抗性を評価する・・・・・・・・・・・・・ １頁
海岸林の津波の力に対する抵抗性を評価するために，簡易モデルを構築し，実際に津

波被害が発生したクロマツ海岸林の被害調査データを用いてその有用性を検証した。
その結果，モデルにより得られた結果は，海岸林の抵抗性を評価し，また被害形態に

ついても定性的に一致した。

２ 森林管理者の協力による効率的なエゾシカ捕獲・・・ ・・・ ・・・・・・ ４頁
エゾシカの主な生息地である森林において，効率的にエゾシカを捕獲するには，森林

管理者の協力が不可欠である。狩猟者による捕獲をうながすだけでなく，モバイルカリ
ングなどの管理型捕獲によって，森林管理者自らが森林被害防止のためにエゾシカ捕獲
をすることが求められている。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_

■森づくりセミナー「道南地域の森林施業を考える」
～人工林施業を支援する最近の研究成果について～を開催します。

皆様の来場をお待ちしています。

・日時 2015年3月3日（火） 13:30～15:30
・会場 北斗市農業振興センター 農業総合研修室（北斗市東前74番地の2）
・申込締切日 平成27年2月20日（金）
・参加料 無料
・参加を希望する方は、申込用紙に必要事項を記入の上、郵送、ＦＡＸ、メール
でお申し込みください。

・会場の収容人数に限りがございますので、定員（60名）に達し次第、締め切ら
せていただきます。

・参加申込・お問い合わせは森林研究本部企画調整部普及グループまで
ＴＥＬ ０１２６－６３－４１６４
ＦＡＸ ０１２６－６３－４１６６

＜森づくりセミナー「道南地域の森林施業を考える」のページ＞
(http://www.fri.hro.or.jp/news/dounansugi/seminar1.htm)

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/
林業試験場メールマガジン『北の森の達人』は、北海道の森林・林業・身近な

みどりに関わる情報を皆様に直接お届けするメールマガジンです。



■発行・編集
地方独立行政法人北海道立総合研究機構 森林研究本部林業試験場
〒079-0198 北海道美唄市光珠内町東山

■問い合せ
企画調整部普及グループ
電子メール forestry-mmg@hro.or.jp

■記事の取り扱い
林業試験場メールマガジンに掲載された記事を転載することはご遠慮ください。
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